
                                                　

  釧路総合振興局記者クラブ配付資料  
 
 報道発表資料の配付日時　　２月３日（金）１４時００分

令和４年度（2022年度）全道版チャレンジャーネットワークの開催について
 発 表 項 目 
（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時)   発 表 者   
  
の お 知 ら せ   発表場所 

（ ） 　道内各地で意欲的にチャレンジしている方々 地域づくりチャレンジャー 
 や道内で広く地域づくりに関わる関係者が一堂に会して交流を深め、多様で概 要 

広域的な連携や取組のレベルアップにつなげられるよう 「全道版チャレン、
 ジャーネットワーク」を開催します。

 
 

◆開催内容

 　１　日時：令和５年（2023年）２月10日（金）14:00～17:30
   ２  会場：アスティホール

 　　　　　　（札幌市中央区北４条西５－１　アスティ45　４階）
 　３　方式：対面
 　４　プログラム

 　　① OPENING（開会）〔14:00〕
 　　② KEYNOTE（基調講演）〔14:05～14:20〕

 　　③ DIALOG（パネルディスカッション）〔14:20～14:45〕
 　　④ 創造的井戸端会議「IDOBATA」〔14:45～16:25〕

 　 　　地域づくりチャレンジャーの取組内容等に係る意見交換
 　　⑤ AFTER TALK（交流タイム）〔16:25～17:30〕

 　　⑥ CLOSING（閉会）〔17:30〕
 　５　参加者

 　　 　20名○ 地域づくりチャレンジャー
 　　○ 総合司会・コーディネーター

 　　　（株）DKdo　取締役　黒井　理恵氏
 　　○ 司会・アドバイザー

 　　　（株）大人　代表取締役社長　五十嵐　慎一郎氏
 　　○ 講演者

 　　　（株）haku　代表取締役　　　　菊地　辰徳氏
 　　○ パネリスト

 　　　（株）haku　代表取締役　    　菊地　辰徳氏
 　　　　オルタナイト合同会社  代表　小島　  茂氏

 　　　（株）アグリファッショングループ　代表取締役　橋爪　恒雄氏
 　　○ その他

 　　　 ほっかいどう応援団会議メンバー、地域づくり企業・団体、
　　　 過年度の地域づくりチャレンジャーなど

参 考 

   ○ 地域づくりチャレンジャーの活動を広く周知いただけるよう、積極的な
   　  報道をお願いします。報 道 ( 取 材 )
   に 当 た っ て  ○ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点、会場スペースや受付作業の

  の お 願 い 　  都合により、事前申込制とさせていただきます。
  ○ 取材を希望される場合は、別紙により に担当へ２月８日（水）17時まで

　  ご連絡いただきますよう、よろしくお願いします。

     同 時 配 付 (場所) 道政記者クラブ他 の ク ラ ブ
  同 時 レ ク 　　　 各（総合）振興局記者クラブと の 関 係

  　総合政策部地域創生局地域政策課（担当者：課長補佐　松岡　宏一）
担 当 　ＴＥＬ：０１１－２０４－５７９１（内線　２３－４８４）　　　　　　　  

  （ 連 絡 先 ） 　　　
 釧路総合振興局地域創生部地域政策課（担当者：地域振興係長　梅野　亮太）

ＴＥＬ：０１５４－４３－９１４３（内線　２１８５）　



主　　　催：北海道総合政策部地域創生局地域政策課
お問合せ先：香取、金子、藤沢
　　　　　　電話 011－204－5791　メール sogo.chisei1@pref.hokkaido.lg.jp　　　

会場：アスティホール（札幌市中央区北４条西5丁目1 アスティ45 4F）

入場
無料　

. . (金)  

各地のチャレンジャーが参加！初の対面交流会！

ＰＲＯＧＲＡＭ プログラム

14：00　　　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ

14：05－14：20　　　　　　 　　　（基調講演）

　 　　　　　　　　　テーマ：想いカタチにする「つながる」力

　　　　　　　　　　 講　演：株式会社haku　菊地　辰徳氏

14：20－14：45　　　　　   　  （パネルディスカッション）　

                     テ  ー  マ：どんなつながりを、どうやって創れると、私たちは前進
　　　　　　　　　　　　　　 　　できるのだろう

　　　　　　　　　　 パネリスト：株式会社haku　菊地　辰徳氏

　　　　　　　　　　　　　　　　 オルタナイト合同会社　小島　茂氏

　　　　　　　　　　　　　　　　 株式会社アグリファッショングループ　橋爪　恒雄氏

14：45－16：25　

    　　　　　　　　 チャレンジャーによる取組内容の紹介や意見交換等を実施します。

16：25－17：30　　ＡＦＴＥＲ　ＴＡＬＫ（交流タイム）

17：30　　　　　　ＣＬＯＳＩＮＧ

ＫＥＹＮＯＴＥ

ＤＩＡＬＯＧ

創造的井戸端会議「ＩＤＯＢＡＴＡ」

北海道各地で活躍する「地域づくりチャレンジャー」が一堂に会し、
パネルディスカッションや意見交換を通じ、ネットワークづくりにつなげていくためのイベントを開催します。

ＡＢＯＵＴ 参加について

対　　象

参加方法

市町村職員、地域づくり企業・団体、地域おこし協力隊、学生、
一般道民など地域との関わりに関心のある方

参加ご希望の方は、直接会場にお越しいただくか、事前にお電話
またはメールにてご連絡ください。



〈ＨＰ〉 〈Facebook〉

株式会社　ｈａｋｕ　代表取締役　菊地　辰徳 氏

講演者・パネリスト

元東神楽町地域おこし協力隊で、「きた北海道協力隊ネットワーク」の初代事務局長として
隊員向け研修会の企画・開催など、幅広い取組を実施。任期満了後も東神楽町に定住し、
2019年、「cafe & food SHIGEBAR」をオープンし、地域内外から人が集う町の交流拠点とし
て営業中。

オルタナイト合同会社　代表　小島　茂 氏

2017年、地域おこし協力隊として白老町に移住。2019年、廃業した旅館をリノベーションし
「haku hostel+cafe bar」をオープン。地域内外から人が集う町の交流拠点となっている。
2020年には「社台ホースコミュニティ」を設立し、馬と人の共存共栄の場所づくりを推進し
ているほか、クラフトビールの提供など、地域資源を活かした様々な取組を展開。

パネリスト

株式会社　アグリファッショングループ　代表取締役　橋爪　恒雄 氏

教師から農家へと転職し、帯広市を中心として農業生産・観光事業・飲食事業を展開。
自家農産物の徹底したブランディングにより、現在ではmont-bellとの契約や星野リゾートとの
連携など、積極的に活動している。Ｚ世代にもいち早く対応するなど、常にトレンドの先を行く
経営を展開している。

名寄市出身・在住。東京の出版社、企業ＰＲ・ブランディング企画会社を経て、2014年に「株式会
社ＤＫｄｏ」を設立し、名寄市にＵターン。
現在、まちづくり・市民対話の場や企業・自治体の人材開発分野でファシリテーターとして活躍中。

株式会社　ＤＫｄｏ （ディーケードゥー）取締役　　黒井 理恵 氏

総合司会・コーディネーター

2016年に店舗のプロデュース、デザイン、イベント企画を行う「㈱大人」を設立し、
2019年にコワーキングスペース「大人座」を札幌にオープン。2021年には積丹町にま
ちづくり会社「(株）ＳＨＡＫＯＴＡＮ ＧＯ」を立ち上げ、温泉の再生に取組中。
「北海道移住ドラフト会議」や「ほっとけないどう」など道内と道外をつなぐ活動を
展開。

株式会社　大人　代表取締役社長　　五十嵐 慎一郎 氏

司会・アドバイザー

主　　　催：北海道総合政策部地域創生局地域政策課
お問合せ先：香取、金子、藤沢
　　　　　　電話 011－204－5791　メール sogo.chisei1@pref.hokkaido.lg.jp　　　

全道版チャレンジャーネットワークに関する
情報はHPやFacebookで発信しています！



  環境問題を「ジブンゴト」と捉えて、千歳市の子どもたちと楽しみながら体験できる
イベントの企画・運営を実施。

チトセコ/CLEANGO実行委員会代表　角谷　日花里（千歳市）

印刷物をメインとしたフリーデザイナーとして活動。2020年にゲストハウス「かなちゃんち」
を開業し、炭鉱遺産の魅力を伝えるべく活動中。

大倉　加奈（赤平市）

町内に「あびらカフェ」をオープン。「町おこし」を見据えた展開を目指し、町の特産品を使った
スイーツなどを考案、提供。

安平町 地域おこし協力隊　浅野　浩司（安平町）

えりも町 地域おこし協力隊　鈴木　亜室（えりも町）

コンブボートクルーズ事業の運営、趣味の写真を活かした観光商品の造成や情報発信を中心
に活動。

「あたたかい歌で、街に笑顔を増やす！」をモットーに、お年寄りを対象に2022年４月から
「歌楽ひろば」をスタート。

函館コミュニティプラザＧスクエア　相田　日芽（函館市）

厚沢部町 地域おこし協力隊　中村　和恵（厚沢部町）

地場産品の企画・開発、イベント企画・運営、道南地域おこし協力隊同士のコミュニティ
強化に取り組む。

上川町 地域おこし協力隊　大城　美空（上川町）

アカデミックプロデューサーとして、上川町の教育業務に従事。デンマークのフォルケホイス
コーレをモデルとした大人の学び場を実施。

中頓別町 地域おこし協力隊　吉田　光良（中頓別町）

池田町 地域おこし協力隊　鈴木　龍太郎（池田町）

ガストロノミーツーリズム（その土地や気候、風土が生み出す食文化の体験）による滞在型観光の
創出に取り組む。

NEXTBETSUKAI　代表 石川貴工、吉田和行（別海町）

観光商品や特産品の写真撮影。観光資源のブランディングを目的としたご当地グッズの
デザイン制作、ECショップでの販売などに取り組む。

「今の別海を届け 次に繋がる別海へ。」をテーマにYouTubeで別海町の情報を発信。



厚田の関係人口創出に向けたSNS発信やフリーマガジンの発行など、情報発信をメインに活動。

石狩市 地域おこし協力隊　飯塚　諒（石狩市）

「ヤマシメ番屋」の保全や町内資源による観光商品開発を目標に活動しているほか、町内の
つながり強化を目的に共同イベントに挑戦中。

積丹町 地域おこし協力隊　小山　彩由里（積丹町）

舘山農園 代表　舘山　大揮（伊達市）

生産者と消費者のコミュニケーションができる場づくりを目的とした移動販売・配達やSNS等
を活用したコミュニケーション方法の確立を目指して活動中。

壮瞥の暮らしや遊びの拠点として「地域のあそびば ミナミナ」をオープンするなど、地域
活性化や交流人口増加に向け活動。

壮瞥町 地域おこし協力隊　今井　亮輔（壮瞥町）

サッカムセタナイ 代表　高橋　広大（せたな町）

食肉加工品とお菓子の販売をしながら、檜山地域の素材を最大限に活かしながら、食卓の
トータルコーディネート発信

増毛町 地域おこし協力隊　及川　沙織（増毛町）

音楽療法による健康教室（介護予防）などの企画・運営。「留萠管内地域おこし協力隊ネット
ワーク」の活動にも取り組んでいる。

利尻町 地域おこし協力隊　安田　志穂（利尻町）

株式会社秋山工房 代表取締役　秋山　大地（津別町）

クリエイティブな何でも屋として、WEB制作、システム・アプリ開発、マーケティング等
の幅広い業務を展開。

株式会社Knot 代表取締役　植竹　大海（鶴居村）

地域文化である海藻押し葉の普及に向けた活動を展開。学童期の子どもたちを対象にクラ
フト体験や授業で海藻押し葉の紹介に取り組む。

道東でクラフトビール文化の新たな発信拠点づくりを目指し、2022年に廃校後の体育館を活用
した醸造場を開業。クラフトビール製造を目指す人向けのコンサルティングも実施。



ＦＡＸ送信票

（令和５年(2023年) 月 日）

北海道総合政策部地域政策課

宛 〒 ０６０－８５８８ 発

札幌市中央区北３条西６丁目

TEL 011-204-5791

FAX 011-232-1053
先 担当：松岡、香取 信

件 「令和４年度（2022年度）全道版チャレンジャーネットワーク」の
名 取材について

【出席報告用】

社 名：○

氏 名 記者 ムービーカメラ アシスタント カメラ

（記載例）北海 太郎 ○ ○

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、

会場へ入場される方、全員のお名前を記入願います。

連絡先 代表者：○

ＴＥＬ：○


